
１月上旬に、中高生グループと小学生グループ

の二日に分けてスキーに行ってきました。 

中高生が出かけた日は天候に恵まれ暖かく、食

事以外は休憩することなくスキーを楽しみ、あっ

という間の一日を過ごしました。 

小学生達は今シーズン初めてのスキーだった

ので初めは慎重に滑り、慣れると休憩せずに楽

しんでいました。 

また行きたいと言う声が多かった 

ので、２月中にまた予定をたてて 

スキーに行きたいと思います。 
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 一段と寒さが増しています                                       施設長 野沢 修一 

 

今年の冬は、全国的にも厳しい寒さが訪れていますが、岩見沢市内も最低気温がマイナス２０度にもなる日があるなど、昨年よ

りも一段と寒さを感じる日々です。私自身は、普段岩見沢駅から学園まで３０分くらいをかけて徒歩で通勤していますが、昨年の

冬であれば、学園に着く頃には少し汗ばむ感じでしたが、今年は、体が温まらないまま、学園に着くこともしばしばです。健康のた

めと思い、なるべく歩くようにしていますが、この寒さでは、かえって体に悪いかもしれないと考えているところです。 

子ども達は新学期に入り、半月が過ぎたところですが、寒さにも負けず元気に登校しています。昨年の今頃は、学園内において

新型コロナウイルスが子ども達や職員に次々と感染する状況でしたが、今年はワクチン接種の効果なのか、今のところは感染者

が出ていない状況です。もちろんまだまだ油断はできませんが、今後新型コロナウイルスにおける国の扱いが２類から５類に変

わる方向がニュース等で報じられていることもあり、世の中的には感染することに対する不安感が、以前よりは低下しているよう

に感じます。とは言え学園としては、気を緩めることなく感染防止の取り組みの徹底を図っていきたいと思います。保護者の皆様

には、子どもとの交流等において何かとご不便、ご面倒をおかけしますが、引き続き感染防止の取り組みにご理解とご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。 

 

『育ててくれて、ありがとう』の映画上映会を開催します。  

以前の学園だよりでも里親家庭を描き、里親制度の肝を丁寧に伝える映画に出会ったことをお伝えしていました。今回はぜひ空

知の里親子さんにこの映画を観てもらいたく、上映会を開くことにいたしました。 

長年の不妊治療の末、子どもを授かることができなかった夫婦が里親制度によって弥生という女児を里子として迎えます。その

後、弥生に自身が里子であることを伝える（真実告知）決心をします。はたして弥生は、その事実をどのように受け止めるのか。ま

た、成長した弥生が生みの母親と再会したことは里親家庭にどんな影響を及ぼすのかという内容です。里親として子どもと関係

を構築するうえで重要なイベントである「真実告知」について考えるいい機会になるのではないかと思います。ご参加をお待ちし

ています。  

３月５日（日）14:00～15:15  

      上演時間62分 

岩見沢市有明町南1-20 

岩見沢市コミュニティプラザ２F多目的ホールA 

連絡先 里親支援専門相談員 浅山   

 

 「師も走る１２月」から「新しい年」を迎えたと思っていたら、早くも２月です。「２月は逃げる」と言われますが、年度末の３月に向け

て避けては通れない月であり、そして、「やるべきことが詰まっている月」でもあります。今でも既に「やるべきことが目白押し」で

すが、逃げられる（追い掛ける）のではなく「先行する位の気概」をもって日々を送りたいと思っています。 

 先月号で「しばれ増し増し、雪も増し」と書きましたが、１月の岩見沢は全国ニュースに出る程の「大雪」に見舞われ、２月は「しば

れが本番」になります。春に向けての準備というには「ちょっと厳しいかな？」という感じもしますが、楽しみは後に取っておくこと

にしましょう。 

 １月中旬にして昨年度の件数を上回る相談を受けていますが、２月もそれが続きそうな気配は感じられます（昨年もそうでした

が、少なからず新型コロナによる「家族の関わり方（時間）」が影響しているような気がします）。 

 そして、２月はヤングケアラーに関する大きな動きもあります。『ヤングケアラー実態調査に係わるインタビュー調査』として「空知

管内の学校（今年は６小学校）及び元ヤングケアラーの学生」へのインタビューを予定しており、現在は日程調整をしている段階に

あります。また、学校に関しては「リモート」が想定されていましたが、子ども未来推進局（北海道の担当部局）へ直談判して「学校

の了解を得られれば」という前提で「訪問」させていただくこととなりました（６校全てから了解をいただきました）。新型コロナウイ

ルスに加えインフルエンザの流行も懸念される月ですが、準備万端の感染予防対策をとって、現場からの「生の声」を伺ってきた

いと思っています。       

                                            子ども家庭支援センター  主任相談員  浅沼 寿実 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女の子みんなで江別の蔦屋書店まで出掛けまし

た。天井までずらりと本が並ぶ光景には驚き、岩見沢

に無いようなおしゃれな雑貨屋さんやおやつに感動

したりと、ドキドキワクワクがとまりません。買い物疲

れもスタバでの一杯で吹っ飛び、帰りの車内も元気

におしゃべりで盛り上がる女の子達でした。  

ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます（１月１日～31日） 

（ご芳名もれをお許しください） 

ことぶき屋 様、空知地方電気工事協同組合 様、 

あくつ子どもクリニック 様、蓮教寺 様、 

ユノ・データワークス 田中理朱利 様、 

ビクトリア観光 様、小西静江 様、河内克彰 様 

2月行事予定 

2日  中学校 学力テスト 

3日  節分行事 

小学校 入学説明会 

10日 岩見沢農業高等学校 入学試験 

11日 建国記念日 

13日 幼稚園 入園説明会 

17日 光陵中学校 期末テスト 

22日 新篠津高等養護学校 保護者懇談会 

25日 お誕生日会 

Kくん大好物のラーメンで誕生日のお祝い

をしました。中学生ともなると祝いの言葉一

つでさえ恥ずかしさを感じる年頃ですが、

「おめでとう」と言葉をくれる仲間たちに囲ま

れ心温まる誕生会になりました。すれ違いの 

多い子たちではありますが、その 

中にも認め合いながら成長してい 

く彼らを感じる事ができ、大人とし 

ても良い機会になりました。 

 

 Rさんの就職内定をお祝いして、女の子みんなで

お祝い会をしました。ドーナツを食べながら、思い

出話やこれからの目標を発表してもらい、みんな

から熱いエールを受けていました。      

 

幼児さんはカプラという薄い板の積み木がお気に入り

です♪皆で協力しながら丁寧に積み上げられました☺ 

いつも中高生のお兄さん達は余暇をバドミントン・ 

サッカー・バスケットボールなどして楽しんでいます♪ 


